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北
海
道
大
学
の
今
を
伝
え
る

Litterae Populi

 『リテラポプリ』は、北海道大学の“今”を
伝える広報誌として、年２回発行します。
題名の“Litterae Populi”はラテン語で   
 「ポプラの手紙」を意味します。
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星
影
冴
か
に
光
れ
る
北
の
地
で

開
学
₁
₄
₀
年
を
迎
え
た
北
海
道

大
学
。
そ
こ
で
は
幾
多
の
星
が
夜

空
に
き
ら
め
く
が
如
く
、
未
来
を

見
据
え
た
教
育
や
研
究
が
な
さ
れ
、

輝
き
を
放
っ
て
い
る
。

　
特
集
で
は
「
き
ら
め
き
」
を
テ
ー
マ

に
、
３
つ
の
事
柄
を
お
伝
え
す
る
。

き
ら
め
き
。

特
集
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
ん
だ
世
界
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
問
題
が
複
合
化
し
、

そ
し
て
多
様
化
し
て
い
く
。

国
際
的
な
課
題
を
発
見
し
、

文
化
や
習
慣
の
異
な
る
人
々
を
ま
と
め
上
げ
、

解
決
に
導
け
る
人
材
を
育
成
す
る

大
学
院
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

 「
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
」
が
昨
年
春
に
開
校
し
た
。

世界へ羽 ばたく場所。

新渡戸スクール

新渡戸スクール第１期生
農学院博士後期課程１年

ルーシー ラーリタ
Lucy Lahrita

新渡戸スクール第１期生
環境科学院修士課程１年

金 政泰
Kim Jungtae

新渡戸スクール第１期生
歯学研究科博士課程１年

藤井 瑞季
Mizuki Fujii

 新渡戸スクール授業担当教員
 工学研究院助教

ラワンカル アンキット
 Ankit Ravankar

　
異
な
る
専
門
や
文
化
を
背
負
う

人
た
ち
に
は
異
な
る
発
想
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
自
分
が
ど
ん
な
貢

献
が
で
き
る
か
を
考
え
ま
し
た
。

チ
ー
ム
内
に
は
足
り
な
い
と
こ
ろ
を

み
ん
な
で
補
い
合
う
と
い
う
雰
囲
気

が
あ
り
、
英
語
が
苦
手
な
仲
間
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
家
族
の
よ

う
な
連
帯
感
が
あ
り
楽
し
か
っ
た

で
す
。

 

常
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
真
の

英
語
力
が
身
に
付
い
た
と
思
い
ま

す
。
チ
ー
ム
に
よ
る
実
践
的
な

授
業
は
座
学
と
の
違
い
を
感
じ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
考
え
、足
り
な
い
点
を
ど
う
補
う

か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

貴
重
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
財
産
で
す
。

　
普
段
交
流
の
な
い
他
専
攻
の
人

と
チ
ー
ム
を
組
め
る
の
は
刺
激
的

な
体
験
で
し
た
。
ま
た
、
授
業
は

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
に
な
る
と
同
時
に
、

英
語
は
慣
れ
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

国
際
社
会
へ
向
け
て
階
段
を
一
段

上
が
る
こ
と
が
で
き
た
充
実
感
が

あ
り
、
後
輩
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て

ほ
し
い
で
す
。
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学
院
51
専
攻
か
ら
大
学
院
生
を
受
け

入
れ
る
。
総
合
大
学
の
利
点
を
活
か

し
、
留
学
生
を
含
め
多
様
な
価
値
観

や
経
験
、
知
識
、
技
能
を
持
つ
メ
ン

バ
ー
か
ら
成
る
５
～
６
人
の
チ
ー
ム
で

「
国
際
社
会
の
縮
図
」
を
つ
く
る
。
そ

し
て
、
調
査
や
議
論
を
通
じ
て
課
題

解
決
型
の
学
習
を
行
う
科
目
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

定
員
は
60
名
。
初
年
度
の
志
願
者
は

1
0
0
名
を
超
え
、
選
抜
さ
れ
た
64
名

が
入
校
し
た
。
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
生
は

所
属
専
攻
の
科
目
に
プ
ラ
ス
し
、
新
渡

戸
ス
ク
ー
ル
科
目
８
単
位
の
修
得
が

必
要
と
な
る
。

　
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
の
授
業
で
は
、

主
体
的
な
学
習
が
求
め
ら
れ
る
。

 

　「
自
身
の
専
門
分
野
で
は
研
鑽
を

積
む
必
要
が
あ
る
レ
ベ
ル
で
も
、
チ
ー

ム
内
で
は
そ
の
分
野
の
専
門
家
と
し

て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
ま
す
」
と
、

新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
副
校
長
の
山
下
正
兼

教
授
は
話
す
。
他
分
野
の
人
に
専
門

知
識
を
正
し
く
伝
え
る
た
め
に
は
、

さ
ら
な
る
学
び
が
必
要
だ
。

　
ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
科
目
と
し
て
用
意

さ
れ
た
英
語
科
目
で
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
の
教
員
に
よ
る
15
人
以
下

の
少
人
数
教
育
で
、
英
語
に
よ
る
文
章

作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
議
論

の
方
法
を
学
ぶ
。
必
要
単
位
数
を
超
え

て
履
修
を
希
望
す
る
者
も
い
る
と
い
う

人
気
ぶ
り
で
あ
る
。

学
修
履
歴
を
可
視
化
し
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

　
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
で
は
、
履
修
生

一
人
ひ
と
り
の
学
修
履
歴
「
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
」
を
作
成
す
る
。
こ
こ
に
は

入
校
時
の
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト

︵
習
熟
度
判
定
︶
の
結
果
や
自
己
評
価
、

レ
ポ
ー
ト
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

教
員
が
学
生
と
と
も
に
確
認
で
き
る
。

こ
れ
を
基
に
、
学
生
の
専
門
分
野
に

近
い
教
員
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
、

修
学
指
導
が
行
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
社
会
経
験
を
伝
え
る
た
め
、

原
則
40
歳
未
満
の
同
窓
生
約
20
名
が

メ
ン
タ
ー
と
し
て
教
育
に
参
加
す
る
。

　「
メ
ン
タ
ー
と
の
交
流
を
通
し
て
、

学
生
は
自
身
の
将
来
像
を
明
確
に
描
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と

山
下
教
授
。
現
在
、
関
係
教
員
の
個
人

的
人
脈
や
同
窓
会
か
ら
の
推
薦
を
受

け
て
メ
ン
タ
ー
を
人
選
し
て
い
る
が
、

ゆ
く
ゆ
く
は
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
修
了
生

を
メ
ン
タ
ー
と
し
て
迎
え
、
自
ら
の

経
験
を
後
進
の
指
導
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
も
ら
う
構
想
だ
。

新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
を
起
爆
剤
に
、

教
育
改
革
を
推
進
。

　
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
は
2
0
1
7
年
度

か
ら
定
員
を
1
2
0
名
に
倍
増
す
る

予
定
で
あ
る
。
い
ず
れ
は
新
渡
戸
カ

レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
が
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル

へ
も
入
校
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
博
士
課
程
向
け
の
上
級
プ
ロ
グ

ラ
ム
︵
定
員
25
名
︶
も
始
ま
る
。
上
級

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
仮
想
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

か
ら
の
依
頼
を
想
定
し
、
海
外
・
企
業
・

地
域
と
提
携
し
て
問
題
発
見
か
ら
解
決

ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
取
り

組
む
。

　「
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
を
起
爆
剤
と

し
て
、
本
学
の
大
学
院
教
育
改
革
を

強
力
に
推
進
し
、
真
に
社
会
的
要
請
に

応
え
る
教
育
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
」

と
、
今
後
を
見
据
え
る
山
下
教
授
。

　
こ
の
３
月
に
は
７
名
の
大
学
院
生
が

新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

修
了
し
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
歩
み

始
め
た
。
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
は
こ
れ
か

ら
も
世
界
へ
羽
ば
た
く
人
材
を
輩
出

し
て
い
く
。

　
北
海
道
大
学
の
前
身
で
あ
る
札
幌

農
学
校
の
第
二
期
生
で
あ
り
、
国
際

連
盟
事
務
次
長
と
し
て
活
躍
し
た

新
渡
戸
稲
造
。
2
0
1
3
年
度
開
校

の
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ︵
学
士
課
程
︶に
続

き
、
新
渡
戸
の
志
を
掲
げ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
の
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
」
が
、2
0
1
5
年

度
に
大
学
院
課
程
で
始
動
し
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
際
社
会
で
は
対
処

す
べ
き
問
題
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
専

門
知
識
だ
け
で
対
応
す
る
の
は
困
難

だ
。
こ
の
よ
う
な
複
合
的
な
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
自
身
の
専
門

知
識
に
加
え
、
冷
静
な
状
況
判
断
と

柔
軟
な
発
想
、
そ
し
て
周
囲
の
協
力
を

積
極
的
に
活
用
で
き
る
実
践
力
が
欠
か

せ
な
い
。
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
は
そ
の

実
践
力
獲
得
を
目
的
と
し
た
大
学
院

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
の
狙
い
は
、
社
会

か
ら
期
待
さ
れ
る
専
門
性
を
活
か
す

「
＋
α
の
力
」
つ
ま
り
「
３
＋
１
の
力
」

を
備
え
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る
人
材

の
育
成
だ
。

　「
３
＋
１
の
力
」
と
は
、能
力
更
新
力
、

組
織
形
成
力
、
社
会
還
元
力
、
そ
し
て

専
門
職
倫
理
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

問
題
を
認
識
し
解
決
に
向
け
て
自
身

の
能
力
を
高
め
る
力
、
専
門
家
と
し
て

チ
ー
ム
を
ま
と
め
上
げ
る
力
、
社
会
的

ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
提
案
・
実
行
す
る

力
、
社
会
全
体
の
利
益
の
た
め
に
公

正
・
公
平
な
判
断
す
る
力
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
須

の
能
力
だ
。

国
際
社
会
の
縮
図
で
学
ぶ
。

　
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
で
は
、
全
18
大

「
目
指
す
は
世
界
」

新
渡
戸
の
志
、

大
学
院
教
育
へ
と
。

特集 ｜ きらめき。 Star  1 − Global −   新渡戸スクール

新渡戸スクールの特長はチーム学習にある。各自の専門を活かし、チーム一丸となって課題を発見する。
そして、創造的な議論を通して解決策を導くことを体験する。

チームでの議論には英語が必須である。そのためのサポートとして、
ネイティブスピーカーの教員が担当する、少人数・習熟度別の英語科目が展開されている。



日本の作業療法士資格第１号の鈴木明子さん。
自ら日本作業療法士協会を設立し、日本における作業療法の基礎を築いた。
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　「
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
」
の
メ
ン
タ
ー
に

対
し
て
、
学
部
生
対
象
の
「
新
渡
戸
カ

レ
ッ
ジ
」
で
は
、
各
界
で
活
躍
す
る
同

窓
生
で
あ
る
フ
ェ
ロ
ー
が
カ
レ
ッ
ジ
生

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
し
て
い
る
。

　
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
開
校
時
か
ら
フ
ェ

ロ
ー
の
ひ
と
り
と
し
て
活
動
し
て
い
る

の
が
、
鈴
木
明
子
さ
ん
だ
。
1
9
5
5

年
に
教
育
学
部
を
卒
業
、
聾
学
校
や
養

護
学
校
の
教
諭
を
経
て
、
1
9
6
0
年

に
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
医
学
部
に
留

学
。
米
国
作
業
療
法
士
の
国
家
資
格
を

取
得
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
病
院
に

勤
務
し
、
ハ
ー
レ
ム
の
地
域
医
療
に
も

貢
献
し
た
。
帰
国
後
は
日
本
人
初
の
作

業
療
法
士
と
な
り
、
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
今
な
お
活
躍
し
て
い
る
。

　「
問
題
と
は
解
決
さ
れ
る
た
め
に
あ

る
」
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
留
学
し
て

い
た
鈴
木
フ
ェ
ロ
ー
。
実
体
験
か
ら
く

る
そ
の
言
葉
は
力
強
く
、
そ
の
時
の
気

持
ち
を
カ
レ
ッ
ジ
生
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
言
う
。

　「
講
演
会
や
学
内
合
宿
、
対
話
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
フ
ェ
ロ
ー
と
親
交
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
内
合
宿

は
、
全
カ
レ
ッ
ジ
生
が
参
加
す
る
一
大

行
事
で
あ
り
、
視
野
を
広
げ
る
絶
好
の

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
鈴
木
フ
ェ

ロ
ー
の
目
に
は
、
カ
レ
ッ
ジ
生
は
物
足

り
な
く
映
る
よ
う
だ
。「
カ
レ
ッ
ジ
生
は

少
し
お
と
な
し
い
で
す
ね
。
自
分
は
何

の
た
め
に
学
ぶ
の
か
、
そ
し
て
、
留
学

す
る
の
か
を
じ
っ
く
り
と
考
え
て
ほ
し

い
。
明
確
な
目
的
が
な
い
ま
ま
で
は
流

さ
れ
る
だ
け
で
す
」。

　
留
学
中
に
現
地
で
多
く
の
親
切
を
受

け
た
鈴
木
フ
ェ
ロ
ー
は
「
私
の
留
学
時
代

の
よ
う
に
、個
人
と
個
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
世
界

に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、

学
生
の
今
後
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　
フ
ェ
ロ
ー
が
培
っ
て
き
た
知
見
や
経

験
が
カ
レ
ッ
ジ
生
に
受
け
継
が
れ
、
未

来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
は
成
長
し

て
ゆ
く
。

特集 ｜ きらめき。 Star  1 − Global −   新渡戸スクール

新 渡 戸スクール

異 なる文化 、言 語を持 つ
学生が集い学び合う新渡戸
スクールは、多様な価値観
で構成される「国際社会の
縮図」である。

スクール生は、異なる専門
分野の知見を活かしながら、
各自の専門分野を深化させ
ていく。

チーム学習を基 本とした
徹底的なアクティブラーニン
グで、他者と協働し成果を
あげるための技法と感性を
修練する。

スクール生、教員、メンター
が 生み 出す 新たなネット
ワークは、社会に出てから
特に効果を発揮する。

世界の課題解決に貢献するグローバル人材育成のための大学院特別教育プログラム。所属大学院で修得する
専門性に加え、その専門性を活かす「＋αの力（３＋１の力 ）」を伸ばすことを目指す。スクール生は、国籍や文化、
言語、専門性が異なる「国際社会の縮図」の中で、多様な価値観を理解し、互いに高め合う。他者と協働して
成果をあげるための技法と感性を修練する徹底したチーム学習こそが、新渡戸スクールの学びである。

グローバル社会で生じる様々な問題を予測・発見・解決し、新たな社会的価値の創造に貢献
する人材には、高度な専門性に加え、その専門性を高め拡張し続ける力、 専門力をチームに
結集し問題解決に導く力、 社会的価値を創造し社会を変革していく力が求められる。
さらに、社会的信頼を獲得するため、専門職としての倫理を身に付けることが必要である。

Litterae Populi   Vol.57　 08

「国際社会の縮図」
で、多様な価値観
を理解する。

スタートアップ
科目

（２単位）
チーム学習の
基本技能習得

グローバル
課題科目
（２単位）

チーム学習の実践

課題解決型
実践科目
（２単位）

解決策の提案

問題発見型
実践科目
（２単位）
問題発見と
解決策の提案

プロジェクト実践科目
（４単位）

国内外の企業や地域との
協働を通じた

課題解決型プロジェクトの実施

新渡戸スクール
英語Ia（１単位）

春学期
（１学期）

新渡戸スクール
英語IIa（１単位）

夏学期
（２学期）

新渡戸スクール
英語Ib（１単位）

秋学期
（３学期）

新渡戸スクール
英語IIb（１単位）

冬学期
（４学期）

全学期
（通年：半年間程度）

「能力更新力」

問題に応じて
自己の能力を把握し、
向上を図る力。

自分を高める力

「組織形成力」

多様な専門性を持つ
人材をチームとして組織し、
成果に結びつける力。

他者を動かす力

「社会還元力」

イノベーティブな
解決によって、社会に
創造的価値をもたらす力。

社会に与える力

「異分野」に出会い、
互いに高め合う。

「チーム」で議論し、
課題解決に向かう。

実社会で活かせる
「ネットワーク」を

得る。

成
長
を
見
守
り
支
え
る
、

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
フ
ェ
ロ
ー
。

特　長

「３＋１の力」

カリキュラム

「専門職倫理」
多様な価値観の中で、専門家として公平・公正な決断ができる力。

専門性

基礎プログラム
（修士レベル）

上級プログラム
（博士レベル）
※2017年春スタート
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金
星
よ
り
太
陽
に
近
い
水
星
以
上
に

高
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
膨
大

な
量
の
二
酸
化
炭
素
が
引
き
起
こ
す

温
室
効
果
に
よ
る
も
の
だ
。
し
か
し
、

こ
れ
で
金
星
の
大
気
を
全
て
理
解
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
不
思
議
な
こ
と

に
、
金
星
の
大
気
に
紫
外
線
を
吸
収

す
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の

正
体
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い

の
だ
。

　
天
文
台
で
は
ピ
リ
カ
望
遠
鏡
を
使

い
、
金
星
表
面
の
紫
外
線
を
吸
収
す
る

大
気
の
流
れ
を
観
測
し
、
大
気
の
流
れ

の
理
論
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
大
気
の

動
き
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
ピ
リ
カ
望
遠
鏡
を
用
い
た
研
究
は

太
陽
系
内
惑
星
だ
け
で
は
な
い
。
太
陽

系
外
の
天
体
に
関
し
て
は
、
銀
河
の
中

心
に
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
近
傍
か
ら

放
出
さ
れ
る
ジ
ェ
ッ
ト
な
ど
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
挙
動
を
示
す
突
発
天
体
の

観
測
も
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
突
発
天
体
と
は
、
ガ
ン
マ
線
バ
ー

ス
ト
や
超
新
星
、
活
動
的
銀
河
核
な

ど
数
个
月
か
ら
数
時
間
で
急
激
な
変

化
を
示
す
天
体
の
総
称
だ
。
突
発
天

体
は
、
太
陽
の
よ
う
に
何
十
億
年
と

い
う
時
間
を
か
け
て
徐
々
に
変
化
す

る
恒
星
と
は
明
ら
か
に
違
っ
た
時
間

ス
ケ
ー
ル
で
変
化
し
て
い
る
。
突
発

天
体
現
象
の
観
測
は
、
天
体
を
物
理

的
に
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
の

だ
。

　
地
上
か
ら
の
天
体
観
測
は
、
地
球

大
気
の
揺
ら
ぎ
の
影
響
を
受
け
、
観
測

画
像
が
歪
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
観
測
光
に
は
天
体
の

情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
大
気
の

揺
ら
ぎ
は
観
測
光
の
持
つ
情
報
を
歪

め
て
し
ま
う
。

　「
刻
々
と
変
化
す
る
歪
ん
だ
情
報
を

正
し
い
値
に
回
復
す
る
技
術
を
研
究

し
、
本
来
の
星
空
を
再
現
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
」
と
、
理
学
研
究
院
の
渡
辺

誠
特
任
助
教
は
研
究
に
つ
い
て
話
す
。

渡
辺
特
任
助
教
は
定
期
的
に
天
文
台

を
訪
れ
、
観
測
を
続
け
て
い
る
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
宇
宙
の
謎
に
迫
る
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
は
国
内
の
研
究
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
本
格
運
用
開
始
当
初
か
ら
、
本
学

を
は
じ
め
と
す
る
国
内
７
大
学
︵
現
在

は
９
大
学
︶、
そ
し
て
、
国
立
天
文
台

か
ら
成
る
「
大
学
間
連
携
に
よ
る
光
・

赤
外
線
天
文
学
研
究
教
育
拠
点
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
」事
業
に
参
加
し
て
お
り
、

連
携
内
に
お
け
る
最
北
の
望
遠
鏡
と

し
て
、
連
携
観
測
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
理
学
研
究
院
附
属
天
文
台
は

国
際
的
な
地
上
観
測
網
を
牽
引
し
て

い
る
パ
リ
天
文
台
な
ど
の
海
外
研
究

機
関
と
も
連
携
を
推
進
し
て
お
り
、

金
星
観
測
、
さ
ら
に
は
将
来
の
木
星

国
際
連
携
探
査
計
画
で
、
日
本
の
地
上

観
測
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
宇
宙
の
謎
を
解
明
す
べ

く
、
ピ
リ
カ
望
遠
鏡
は
夜
空
を
追
い

続
け
て
い
く
。

　
天
文
観
測
に
恵
ま
れ
た
北
海
道

名
寄
市
に
開
設
さ
れ
た
理
学
研
究
院

附
属
天
文
台
に
は
、
ア
イ
ヌ
語
で

「
美
し
い
」
と
い
う
意
味
の
「
ピ
リ
カ

︵
P
i
r
k
a
︶」
を
冠
し
た
ピ
リ
カ

光
学
赤
外
線
天
体
望
遠
鏡
が
設
置
さ

れ
、 

2
0
1
0
年
12
月
に
フ
ァ
ー
ス
ト

ラ
イ
ト
を
迎
え
た
。
そ
し
て
望
遠
鏡
と

観
測
装
置
の
調
整
を
経
て
、
2
0
1
1

年
４
月
か
ら
本
格
運
用
が
始
ま
っ
た
。

　
ピ
リ
カ
望
遠
鏡
の
主
鏡
の
有
効
径
は

1
・
6
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
搭
載
観
測

装
置
は
太
陽
系
内
惑
星
の
観
測
的
研
究

の
た
め
に
特
化
さ
れ
て
お
り
、
惑
星
観

測
用
の
望
遠
鏡
と
し
て
は
世
界
最
大
級

だ
。
こ
の
望
遠
鏡
を
用
い
て
、
太
陽
系

内
惑
星
や
時
間
変
動
天
体
の
モ
ニ
タ
ー

観
測
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
が
行
わ

れ
て
い
る
。

漆
黒
の
宇
宙
に
浮
か
ぶ

輝
き
を
追
っ
て
。

　
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
が
金

星
の
観
測
で
あ
る
。
金
星
は
地
球
よ
り

太
陽
に
近
い
太
陽
系
内
惑
星
で
あ
り
、

水
星
に
次
い
で
太
陽
に
近
い
惑
星
だ
。

そ
の
た
め
、「
明
け
の
明
星
」「
宵
の
明

星
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
明
け
方
や

夕
方
に
し
か
見
え
な
い
。

　
金
星
は
地
球
と
同
じ
く
岩
石
か
ら
成

る
地
球
型
惑
星
だ
が
、
二
酸
化
炭
素
を

主
成
分
と
し
た
大
気
が
あ
り
地
表
を

覆
っ
て
い
る
。
金
星
の
地
表
温
度
は
、

理
学
研
究
院
附
属
天
文
台

「
ピ
リ
カ
望
遠
鏡
」

北
の
大
地
か
ら
日
々
澄
ん
だ
夜
空
を
見
上
げ
、

星
々
の
き
ら
め
き
に
思
い
を
寄
せ
、

宇
宙
の
不
思
議
を
探
る
研
究
が
、

理
学
研
究
院
附
属
天
文
台
で
行
わ
れ
て
い
る
。

理学研究院附属天文台で観測する渡辺特任助教。「天文台
は地球惑星科学部門が運営し研究に使用していますが、
ピリカ望遠鏡は一般の方にも公開しています。晴れた日の
澄んだ夜空をぜひ見てほしいですね」

上／ピリカ望遠鏡にかけられている
「ピリ坊」。晴れないと観測ができな
いことから誕生した、てるてる坊主の
キャラクター。

左／ピリカ望遠鏡。可視光の天体撮
像観測装置の開発には本学の研究者
も携わり、北大の技術が結集されて
いる。ボディの色には、スクールカラー
の色鮮やかな緑色が使われている。

夢
翔
る

夜
空
の
ス
テ
ー
ジ
。



　

日
本
三
大
寮
歌
の
ひ
と
つ
と
さ
れ

る
「
都
ぞ
弥
生
」
は
、
北
海
道
大
学

の
前
身
で
あ
る
東
北
帝
国
大
学
農
科

大
学
の
学
生
寮
「
恵
迪
寮
」
の
寮
歌

で
あ
る
。
１
９
１
２
年
（
明
治
45
年
）

に
寮
生
の
横
山
芳
介
が
作
詞
し
、
赤

木
顕
次
が
作
曲
し
た
。歌
詞
は
八
・
七
・

八
・
七
…
…
五
・
七
・
五
の
破
調
の
な
い

定
型
、
曲
は
ド
レ
ミ
ソ
ラ
で
構
成
さ

れ
る
日
本
の
伝
統
的
五
音
階
だ
。

　

恵
迪
寮
長
の
早
川
留
架
さ
ん
（
理

学
部
数
学
科
３
年
）
に
よ
る
と
、
寮
の

様
々
な
行
事
で
締
め
る
時
に
歌
う
場
合

が
多
い
と
い
う
。
毎
年
一
曲
、
現
在

も
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
百
曲
以
上

の
恵
迪
寮
歌
の
中
で
特
別
な
位
置
を

占
め
、
卒
業
式
な
ど
の
大
学
公
式
行

事
で
も
歌
わ
れ
て
い
る
。

　

早
川
さ
ん
が
「
歌
詞
の
意
味
は
何

と
な
く
理
解
し
て
い
る
」
と
話
す
よ

う
に
、「
都
ぞ
弥
生
」
を
口
ず
さ
む
時
、

そ
こ
に
北
海
道
へ
の
憧
憬
や
キ
ャ
ン

パ
ス
の
光
景
を
巧
ま
ず
し
て
想
起
す

る
。
文
語
調
で
あ
り
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ

を
結
び
や
す
い
言
葉
で
紡
が
れ
た
歌

詞
は
、
適
度
に
抑
揚
の
あ
る
メ
ロ
デ
ィ

と
あ
い
ま
っ
て
、「
都
ぞ
弥
生
」
を

歌
い
や
す
く
覚
え
や
す
い
愛
唱
歌
に

し
て
い
る
の
だ
。

歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
ド
ラ
マ
。

　

歌
詞
の
内
容
に
少
し
分
け
入
っ
て

み
る
と
、
な
か
な
か
意
味
深
い
ド
ラ

マ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
番
の
舞
台
は
、
歌
い
出
し
に
「
都

ぞ
弥
生
」と
あ
る
通
り
、場
所
は
東
京
、

時
は
３
月
で
あ
る
。
桜
が
今
を
盛
り

と
咲
き
誇
る
華
や
か
な
光
景
。
花
見

の
宴
が
う
ち
続
く
。
け
れ
ど
も
、
や

が
て
春
の
日
は
暮
れ
、
目
の
前
の
光

景
も
移
ろ
う
。
瞬
く
間
に
過
ぎ
ゆ
く

春
の
日
と
自
身
の
青
春
時
代
の
短
さ

を
重
ね
合
わ
せ
た
若
者
は
、「
夢
こ
そ

ひ
と
と
き
」（
夢
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
限
ら
れ
た
間
だ
け
だ
）
と
気
付

く
。
若
者
は
、
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た

夜
空
に
輝
く
澄
ん
だ
星
の
下
の
清
廉

な
北
の
地
に
、
自
身
の
あ
ふ
れ
ん
ば

か
り
の
夢
を
か
け
る
こ
と
を
決
意
す

る
。

　

一
番
の
場
面
か
ら
半
年
後
、
二
番

で
は
札
幌
の
秋
の
情
景
へ
と
飛
ぶ
。

「
都
ぞ
弥
生
」
が
作
ら
れ
た
当
時
、
本

学
は
９
月
入
学
で
あ
っ
た
。
若
者
は

東
京
か
ら
憧
れ
の
北
の
地
へ
赴
き
、

北
大
へ
入
学
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
三
番
で
は
冬
、
四
番
で
は
春
、

五
番
で
は
夏
と
、
若
者
が
北
大
で
過

ご
し
た
一
年
間
が
巡
る
。

北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
情
景
を

描
き
出
す
。

　

二
番
か
ら
五
番
の
歌
詞
に
は
、
本

学
を
表
象
す
る
イ
メ
ー
ジ
、
情
景
が

次
々
と
描
写
さ
れ
て
い
く
。

　

例
え
ば
、
収
穫
期
の
「
石
狩
の
野
」

や
夕
暮
れ
る
「
手
稲
の
嶺
」
は
キ
ャ
ン
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都ぞ弥生

パ
ス
か
ら
の
眺
望
で
あ
る
。
キ
ャ
ン

パ
ス
で
最
も
目
に
す
る
「
楡
」
は
北
大

を
象
徴
す
る
樹
木
で
あ
る
し
、
自
生

す
る
野
草
「
延
齢
草
」
は
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
の
モ
チ
ー
フ
に
も
な
っ
て
い
る
。

羊
が
帰
っ
て
行
く「
牧
舎
」
や
「
牧
場
の

若
草
」
は
農
場
風
景
。
湿
地
や
水
場

が
多
か
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
か
つ
て

は
「
水
芭
蕉
」
も
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
。

　

そ
し
て
、「
貴
き
野
心
の
訓
」
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー

ク
が
別
れ
際
に
言
っ
た
と
さ
れ
る

“B
oys, be am

bitious”

を
指
し
て

い
る
。

　

一
番
で
は
東
京
で
北
の
夜
空
に
輝

く
星
を
見
上
げ
て
北
大
を
志
し
た
若

者
が
、
二
番
で
は
北
大
で
「
北
極
星
」

を
仰
い
で
い
る
。
そ
し
て
、
北
の
地

に
憧
れ
て
入
学
し
た
若
者
が
目
に
し

た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
四
季
。「
都
ぞ
弥
生
」

は
、
北
大
生
と
か
つ
て
の
北
大
生
の

誰
も
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
分
か
ち

合
う
こ
と
の
で
き
る
物
語
を
心
象
深

く
歌
い
込
ん
で
い
る
。

　

百
年
以
上
も
前
に
作
ら
れ
た
恵
迪

寮
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」。
今
も
歌
い
継

が
れ
、
北
大
生
、
そ
し
て
同
窓
生
の

心
の
中
で
大
学
時
代
の
思
い
出
と
と

も
に
輝
い
て
い
る
。

百
年
を
超
え
て

歌
い
継
が
れ
る
叙
情
歌
。

百
年
前
、北
極
星
を
見
上
げ
た
若
者
の
心
に
込
み
上
げ
た
夢
と
憧
れ
、

そ
し
て
、若
者
の
目
に
映
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
四
季
の
情
景
。

私
た
ち
は
自
身
の
学
生
時
代
を
歌
詞
に
投
影
し
、歌
い
継
ぐ
。

右手前が恵迪寮長の早川さん。寮長として約440名の寮生を束ね、
恵迪寮の長い歴史と伝統の中で培われた「自主自立の精神」を受け
継ぎ、寮の運営に努めている。「毎週日曜の18時から30分間、寮歌
指導を行っています。数多くの曲の中から、気に入った寮歌を見つ
けてほしいと思っています」

名曲誕生当時の楽譜。
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ゲ
ス
ト福

士
博
司

 

氏

  
味
の
素
株
式
会
社  

取
締
役  

専
務
執
行
役
員

「
う
ま
味
」
の
発
見
を
創
業
の
礎
と
し
、
1
9
0
9
年
に
う
ま
味
調
味
料「
味
の
素
」
を
発
売

し
た
こ
と
に
始
ま
る
味
の
素
株
式
会
社
の
歴
史
。「
味
の
素
」
は
天
然
の
さ
と
う
き
び
な
ど

の
植
物
原
料
を
も
と
に
、
味
噌
や
醤
油
と
同
じ
く
発
酵
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
自
然
の
恵
み
を

活
か
し
た
商
品
だ
。
イ
ン
ド
や
エ
ジ
プ
ト
、フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
1
3
0
以
上
の
国
や
地
域

で
愛
用
さ
れ
、
世
界
に
「
U
M
A
M
I
」
文
化
を
広
げ
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
一
の
ア
ミ
ノ
酸

メ
ー
カ
ー
と
し
て
味
の
素
グ
ル
ー
プ
は
、
26
の
国
・
地
域
に
拠
点
を
置
き
、
食
品
や
ア
ミ
ノ

酸
、
医
薬
品
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
本
学
O
B
で
あ
り
、４
月
か
ら
工
学
部

東
京
同
窓
会
会
長
を
務
め
る
福
士
博
司
専
務
に
商
品
戦
略
や
海
外
展
開
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

価
値
を
付
加
し
て

切
れ
味
の
あ
る
素
材
を
核
に

ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
拡
大
。

 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

 
ス
ピ
リ
ッ
ト
を

訊
く
。
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学
生
時
代
の
学
び
を

今
に
つ
な
げ
、
活
か
す
。

三
上
　
福
士
さ
ん
は
北
大
の
地
元
、
札

幌
の
ご
出
身
で
す
ね
。

福
士
　
え
え
。
札
幌
の
発
寒
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。
大
学
卒
業
ま
で
ず
っ
と

札
幌
で
す
。

三
上
　
北
大
へ
の
進
学
は
い
つ
頃
か
ら

意
識
さ
れ
た
の
で
す
か
？

福
士
　
当
時
、
小
学
校
入
学
前
に
親
子

面
談
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
父

親
が
話
し
た
こ
と
を
小
さ
い
な
が
ら

に
強
烈
に
覚
え
て
い
ま
し
て
。

三
上
　
そ
れ
は
何
と
？

福
士
　
息
子
へ
の
期
待
を
聞
か
れ
た

父
は
「
ど
う
い
う
学
校
か
と
聞
か
れ

た
ら
、
高
校
は
札
幌
西
、
大
学
は
北
大

だ
」
と
︵
笑
︶。
先
生
も
笑
っ
て
い
ま
し

た
か
ね
。
私
と
し
て
は
少
々
重
荷
で

し
た
が
、
同
時
に
親
の
願
い
を
知
り

「
頑
張
ら
な
い
と
」
と
い
う
思
い
を

抱
き
ま
し
た
。

三
上
　
そ
れ
で
北
大
で
す
ね
。

福
士
　
道
外
の
大
学
も
考
え
ま
し
た

が
、
地
元
の
北
大
に
進
学
を
決
め
ま

し
た
。

三
上
　
入
学
さ
れ
て
、
ど
う
で
し
た
？

福
士
　
ラ
グ
ビ
ー
に
熱
中
し
、
北
海
道

地
区
学
生
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
の
年
間
ベ
ス
ト
15
選
手
に
３
年
連
続

尊
敬
す
る
先
生
に
再
会
し
、
先
生
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
り
国
際
的
に
活
躍
し
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

そ
し
て
、
今
後
は
バ
イ
オ
産
業
が
伸
び

る
と
考
え
、
食
品
事
業
と
い
う
し
っ
か

り
と
し
た
事
業
基
盤
が
あ
り
な
が
ら
、

ア
ミ
ノ
酸
や
バ
イ
オ
、
化
学
事
業
を
手

が
け
幅
広
い
事
業
分
野
を
持
つ
味
の
素

へ
の
入
社
を
決
め
ま
し
た
。

40
代
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

新
た
な
扉
を
開
く
。

福
士
　
企
業
に
は
浮
き
沈
み
が
あ
り
ま

す
。
世
の
中
の
ト
レ
ン
ド
を
読
ん
で
、

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
で
き
る
会
社
、

発
展
す
る
と
思
わ
れ
る
会
社
を
選
択
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
決
し
て
、
初
任

給
や
そ
の
時
代
の
人
気
企
業
と
い
っ
た

こ
と
だ
け
で
選
ぶ
べ
き
で
は
な
い
で

す
ね
。

三
上
　
同
感
で
す
。
学
生
の
就
職
活
動

に
お
い
て
、
今
は
売
り
手
市
場
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
な
り
の
価
値
観

を
持
ち
、
将
来
の
見
通
し
を
考
え
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
入
社
後
は
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
？

福
士
　
ア
ミ
ノ
酸
の
製
造
関
係
の
仕
事

に
長
く
携
わ
り
ま
し
た
。
世
界
一
の
ア

ミ
ノ
酸
製
造
技
術
を
目
指
し
て
研
究

開
発
と
一
体
と
な
り
製
造
方
法
を
改
良

で
選
ば
れ
ま
し
た
。
大
学
に
入
学
し
た

ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
を
勉
強
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
ラ
グ

ビ
ー
漬
け
の
毎
日
に︵
笑
︶。
ラ
グ
ビ
ー

部
で
は
、
試
験
前
に
も
関
わ
ら
ず
朝
・

昼
・
夕
方
と
３
部
練
習
が
あ
る
ん
で
す
。

「
い
つ
勉
強
す
る
ん
だ
？
」
と
思
い
な

が
ら
も
懸
命
に
取
り
組
み
、
フ
ェ
ア
プ

レ
ー
の
精
神
を
学
び
ま
し
た
。

三
上
　
理
類
で
の
入
学
で
す
が
、
な
ぜ

工
学
部
合
成
化
学
工
学
科
に
？

福
士
　
プ
ロ
セ
ス
工
学
を
学
べ
る
点
が

魅
力
で
し
た
。
プ
ロ
セ
ス
思
考
は
経
営

に
は
必
須
だ
と
考
え
て
い
て
、
実
際
に

仕
事
を
進
め
る
う
え
で
も
役
に
立
っ
て

い
ま
す
。
今
日
は
大
学
時
代
の
ノ
ー
ト

を
持
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。

三
上
　
学
科
の
雰
囲
気
は
ど
う
で
し
た

か
？

し
、
さ
ら
に
は
新
工
場
の
立
ち
上
げ
も

行
い
ま
し
た
。

三
上
　
働
く
う
え
で
の
心
が
け
や
、
意

識
し
て
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

福
士
　
実
は
入
社
当
初
か
ら
、
経
営
者

に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、
40
代
に
な
り
思
う
こ
と
が

あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
の
ま
ま
行
け
ば

経
営
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
技
術
の
専
門
家
だ
け
で
は

経
営
の
プ
ロ
に
は
な
れ
な
い
と
。
そ
こ

で
、
当
時
は
タ
イ
味
の
素
社
取
締
役
と

し
て
タ
イ
に
駐
在
し
て
い
ま
し
た
が
、

通
信
教
育
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
サ
ザ
ン
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ

ン
ド
大
学
で
M
B
A
︵
経
営
学
修
士
︶

を
取
得
し
ま
し
た
。

三
上
　
ひ
と
つ
の
挑
戦
が
花
開
い
て
。

福
士
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
後
、
事
業

分
野
へ
の
異
動
を
申
し
出
て
、
数
年
後

に
は
幸
運
に
も
本
社
の
ア
ミ
ノ
酸
部
長

に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
歴
代
、

事
務
系
が
担
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
し
た
か

ら
、
技
術
系
の
新
し
い
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

に
な
ろ
う
と
必
死
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
就
任
時
は
事
業
が
下
降
し
始
め
た

頃
で
、２
年
目
に
は
赤
字
に
転
落
。「
ア

ミ
ノ
酸
の
価
値
は
何
な
の
か
」
と
い
う

根
源
的
な
事
業
価
値
に
つ
い
て
真
剣
に

悩
み
ま
し
た
。考
え
抜
い
た
末
、ナ
チ
ュ

ラ
ル
な
発
酵
法
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
、

福
士
　
留
年
を
バ
ン
バ
ン
さ
せ
る
方
針

だ
っ
た
ら
し
く
、
厳
し
く
て
、
必
修
科

目
が
多
い
︵
笑
︶。
ラ
グ
ビ
ー
部
の
遠

征
で
実
験
に
出
ら
れ
な
い
と
な
る
と
、

先
生
に
「
遠
征
だ
か
ら
仕
方
な
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」
と
言
っ
て
み
る
ん
で
す
。

で
も
「
ダ
メ
だ
、
ダ
メ
だ
」
と
。
留
年

し
ま
し
た
が
、
そ
の
１
年
間
は
き
ち
ん

と
勉
強
し
ま
し
た
か
ら
、
結
果
的
に
は

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

こ
と
も
あ
り
、
い
ま
だ
に
卒
業
要
件
の

82
単
位
が
夢
に
出
て
き
ま
す
よ
。
必
死

に
な
っ
て
79
・
80
︙
と
、
単
位
が
足
り

て
い
る
の
か
数
え
て
い
る
︵
笑
︶。

三
上
　
就
職
に
あ
た
っ
て
は
ど
う
考
え

て
い
ま
し
た
か
？

福
士
　
当
初
は
北
海
道
で
就
職
し
て
地

元
に
貢
献
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
高
校
の
ク
ラ
ス
会
で

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
︵
履
歴
情
報
管

理
︶
が
1
0
0
％
保
証
さ
れ
た
ア
ミ

ノ
酸
で
あ
れ
ば
、
健
康
・
栄
養
・
医
療

な
ど
に
安
全
安
心
に
使
用
し
て
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
に
至
り
、

そ
の
方
向
に
集
中
し
て
事
業
戦
略
を
再

設
定
し
ま
し
た
。

三
上
　
生
命
や
健
康
を
支
え
る
ア
ミ
ノ

酸
は
中
核
を
成
す
事
業
で
す
か
ら
、

軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
あ
る

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を
原
料
と
し
た
う
ま
味

調
味
料
「
味
の
素
」
は
社
名
に
も
な
っ
て

い
ま
す
よ
ね
。

福
士
　「
味
の
素
」
は
1
0
0
年
以
上

の
歴
史
を
持
つ
世
界
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

商
品
で
あ
り
、
今
で
も
世
界
的
に
２
～

３
%
で
成
長
し
続
け
て
い
ま
す
。
永
遠

の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

日
本
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
か
ら

真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ン
パニ
ー
へ
と
。

三
上
　
う
ま
味
調
味
料
「
味
の
素
」
は

世
界
1
3
0
以
上
の
国
や
地
域
で
販

売
さ
れ
、
広
く
家
庭
や
飲
食
店
で
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
商
品
戦
略
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

福
士
　
当
社
で
は
「
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
」

 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

 

ス
ピ
リ
ッ
ト
を

訊
く
。

ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
て

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
を
学
び
ま
し
た
。

︱
福
士

自
分
な
り
の
価
値
観
を
持
ち
、

将
来
の
見
通
し
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

︱
三
上

ラグビー部で汗を流した大学時代。幾度の怪我を
乗り越え、フォワードとしてスクラムを組んでいた。

反応工学と単位操作の講義ノート。「プロセス解析
に役立つため、働き始めてからもノートを見返すこ
とが多かったですね」
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り
、こ
の
夏
に
は「
H
o
k
k
a
i
d
o

サ
マ
ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
を

開
講
し
ま
す
。
世
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
研
究
者
を
４
学
期
制
の
第
２
学

期
に
あ
た
る
６
～
９
月
に
集
中
的
に

招
へ
い
し
、
本
学
教
員
と
協
働
で
英
語

に
よ
る
授
業
を
実
施
し
ま
す
。つ
ま
り
、

北
海
道
に
い
な
が
ら
留
学
体
験
が
可
能

と
な
る
わ
け
で
す
。

福
士
　
国
際
色
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
が

目
に
浮
か
び
ま
す
ね
。

三
上
　
味
の
素
は
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル

カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
海
外
展
開
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

福
士
　
当
社
の
仕
事
の
仕
方
は
、
伝
統

的
に
現
地
に
溶
け
込
む
こ
と
。
昔
は
特

に
、
現
地
に
行
っ
た
ら
言
葉
も
習
慣
も

す
べ
て
現
地
の
も
の
を
学
び
、
使
っ
て

き
ま
し
た
。
心
も
体
も
現
地
に
溶
け
込

ん
で
や
っ
て
い
る
の
が
味
の
素
で
す
。

た
だ
、伝
統
的
な
や
り
方
の
問
題
点
は
、

と
も
す
る
と
個
人
的
に
な
り
が
ち
だ
っ

た
こ
と
で
す
。
要
す
る
に
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
ル
ー
ル

が
文
章
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
欧
米

企
業
と
の
大
き
な
違
い
が
こ
こ
で
あ
る

こ
と
に
気
が
つ
い
た
近
年
は
、
柔
軟
に

ロ
ー
カ
ル
に
溶
け
込
み
な
が
ら
も
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
グ
ロ
ー
バ
ル
統
一
基
準
に

変
え
、
言
語
は
公
式
に
は
英
語
を
使
っ

使
っ
て
い
ま
し
て
、
こ
れ
ら
も
記
憶
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。た
だ
、

日
本
だ
け
が
違
う
と
か
、
タ
イ
は
こ
う

だ
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
と
し
て
は

ダ
メ
な
ん
で
す
ね
。
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル

カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
た
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
で
す
の
で
、
今
回
は
英
語
で

表
現
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
議
論

し
て
合
意
を
得
る
の
に
１
年
以
上
も

か
か
り
ま
し
た
。現
在
、世
界
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
や
す
べ
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

「E
at W

ell, Live W
ell.

」
を
使
っ
て

お
り
、
じ
っ
く
り
と
浸
透
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
上
　
本
学
で
は
「
世
界
の
課
題
解
決

に
貢
献
す
る
北
海
道
大
学
」
を
掲
げ
て

お
り
、
社
会
に
お
い
て
大
学
が
果
た
す

べ
き
役
割
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、

研
究
、
教
育
、
社
会
貢
献
、
大
学
運
営
、

広
報
の
各
分
野
で
大
学
改
革
を
大
胆

か
つ
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

福
士
　
当
社
も
健
康
、
栄
養
、
環
境
分

野
に
お
い
て
、
世
界
各
地
で
の
社
会
的

問
題
・
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
べ
く

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
北
大

に
は
ラ
ン
キ
ン
グ
の
順
位
だ
け
に
捉
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
個
性
を

発
揮
す
る
大
学
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

三
上
　
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
に
は
世
界
の

食
品
メ
ー
カ
ー
ト
ッ
プ
10
に
入
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

︱
福
士

「
世
界
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る

北
海
道
大
学
」
を
掲
げ
、

大
学
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

︱
三
上

味の素株式会社
取締役 専務執行役員

福士 博司
Hiroshi Fukushi

北海道大学理事・副学長

三上 隆
Takashi Mikami

1958年、北海道出身。北海道大学工学部合成化学
工学科卒業、同大学院工学研究科合成化学工学専
攻修士課程修了。1984年に味の素株式会社に入社
し、2002年から７年間、タイ味の素社取締役として
タイに駐在。執行役員アミノ酸部長、取締役常務
執行役員などを歴任し、2015年６月より現職。アミ
ノサイエンス事業本部長を兼ねる。

1949年、北海道出身。工学博士。専門は土木工
学。北海道大学工学部土木工学科卒業、同大学院
工学研究科土木工学専攻修士課程修了。1974年
に北海道大学工学部助手に採用され、助教授を経
て、1994年に工学部教授。2006年に大学院工学研
究科長・工学部長に就任し、2011年より現職。

 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

 

ス
ピ
リ
ッ
ト
を

訊
く
。

と
い
う
考
え
方
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

SPE
C

IA
LT

Y
 1 .0

と
は
、
素
材
供
給

力
。
例
え
ば
「
味
の
素
」
は
、
切
れ
味

の
あ
る
素
材
で
す
。
タ
イ
を
例
に
し
ま

す
が
、SPE

C
IA

LT
Y

 2 .0

と
し
て
、

タ
イ
人
に
合
う
味
の
追
求
、
タ
イ
料
理

に
合
う
味
の
継
続
的
な
追
求
に
よ
り

品
質
向
上
を
図
り
「R

ロ
ッ
デ
ィ
ー

osD
ee

」
と
い

う
混
合
風
味
調
味
料
を
展
開
し
て
い
ま

す
。2.0

と
は
、
そ
の
素
材
を
使
っ
て

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
し
て
現
地
の
フ
レ
ー
バ
ー
、
食
生
活

に
応
じ
た
配
合
商
品
を
開
発
す
る
こ
と

で
す
。
現
地
で
「
味
の
素
」
を
使
っ
て

い
る
人
を
徹
底
的
に
調
査
し
ま
す
か

ら
、
配
合
設
計
力
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

力
が
付
加
さ
れ
た
商
品
と
い
う
こ
と

で
す
。SPE

C
IA

LT
Y

 3 .0

、
そ
し
て

4.0

と
、
さ
ら
に
価
値
を
付
加
し
て

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
的
の
よ
う
に
だ
ん

だ
ん
と
商
品
・
領
域
を
拡
大
し
て
い
き

ま
す
が
、
中
心
と
な
る
コ
ア
は
絶
対
に

捨
て
ま
せ
ん
。

三
上
　
核
と
な
る
も
の
を
見
極
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
ね
。
本
学
で
し
た

ら
、
教
育
・
研
究
や
輩
出
す
る
人
材
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。
北
海
道
大
学
は
、

1
8
7
6
年
︵
明
治
９
年
︶
に
札
幌
農

学
校
と
し
て
開
校
し
、
1
4
0
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指

し
て
国
際
化
の
進
展
に
注
力
し
て
お

て
い
ま
す
。
当
社
は
、
真
の
グ
ロ
ー
バ

ル
カ
ン
パ
ニ
ー
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ス
テ
ー
ジ
が
一
段
階

上
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
上
　
1
9
0
9
年
に
事
業
を
開
始

し
た
翌
年
に
は
う
ま
味
調
味
料
「
味
の

素
」
を
台
湾
に
初
輸
出
、
1
9
1
7
年

に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
代
に
海
外
進
出

と
は
、
勇
気
や
決
断
力
が
す
ご
い
で

す
ね
。

福
士
　
創
業
者
の
意
気
込
み
を
感
じ
ま

す
よ
。
そ
し
て
今
、
2
0
2
0
年
に
は

世
界
の
食
品
メ
ー
カ
ー
ト
ッ
プ
10
に

入
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

三
上
　
商
品
や
企
業
広
告
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
の
最
後
に
流
れ
る
「E

at 

W
ell, L

ive W
ell.

」
は
印
象
的
で

耳
に
残
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

福
士
　「
お
い
し
く
食
べ
て
健
康
づ
く

り
」
と
い
う
味
の
素
グ
ル
ー
プ
の
志
を

表
し
て
い
ま
す
。
歴
史
的
に
は
、
国
や

地
域
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
時
代
も

あ
り
ま
し
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
基
準
と

し
て
「E

at W
ell, Live W

ell.

」
を

定
め
、
２
０
１
４
年
か
ら
国
内
外
で

活
用
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
日
本
で
は

「
あ
し
た
の
も
と
、
味
の
素
」「
お
い
し

さ
、
そ
し
て
、
い
の
ち
へ
。」
な
ど
を
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北海道大学触媒科学研究所
基礎研究系 物質変換研究部門

福岡 淳 教授
Atsushi Fukuoka

工学博士。専門は固体触媒開発。東京大学大学
院工学系研究科博士課程を経て、1986年に北海
道大学触媒研究所助手に着任。1991年には東京
農工大学に移り、1997年に再び北海道大学へ。
2007年、北海道大学触媒化学研究センター（現 
触媒科学研究所）教授。2010年から４年間、触媒
化学研究センター長を務める。2015年には、触
媒学会 「学会賞（学術部門）」の表彰を受ける
など、研究の進展が期待されている。

シ

ャ

キ

シ

ャ

キ

と

野
菜
を
新
鮮
に
保
つ

プ
ラ
チ
ナ
触
媒
。

な
ぜ
野
菜
は
傷
む
の
か
？

　
プ
ラ
チ
ナ
は
、
装
飾
品
の
ほ
か
に

工
業
的
に
も
価
値
が
あ
り
、
触
媒
と

し
て
そ
の
用
途
が
盛
ん
に
調
べ
ら
れ

て
い
る
物
質
だ
。
触
媒
科
学
研
究
所

の
福
岡
淳
教
授
の
プ
ラ
チ
ナ
触
媒
を

用
い
た
研
究
は
、
野
菜
や
肉
の
鮮
度

を
長
期
間
保
つ
こ
と
が
で
き
る
画
期

的
な
冷
蔵
庫
の
実
現
を
可
能
に
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
の
冷
蔵
庫
で
は
、
な
ぜ

食
物
の
鮮
度
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て

保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
に
は
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
の
存

在
が
あ
る
。
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
は
食
物

の
分
解
に
よ
り
自
然
に
発
生
す
る
。

こ
の
ガ
ス
は
食
物
自
身
の
み
な
ら

ず
、
周
囲
に
あ
る
食
物
の
熟
成
を
も

促
す
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

利
用
し
て
い
る
の
が
バ
ナ
ナ
の
熟
成

で
あ
る
。
輸
入
さ
れ
る
バ
ナ
ナ
は
す

べ
て
未
成
熟
で
あ
り
、意
図
的
に
エ
チ

レ
ン
ガ
ス
で
熟
成
さ
せ
た
後
に
市
場

に
出
さ
れ
る
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
た

話
で
あ
る
。

　
バ
ナ
ナ
に
限
ら
ず
、
そ
の
他
の
果

実
や
野
菜
も
自
ら
エ
チ
レ
ン
ガ
ス

を
出
し
、そ
れ
に
よ
っ
て
熟
成
す
る
。

一
方
、
意
図
し
な
い
熟
成
は
腐
敗
を

招
く
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
、
狭
い

冷
蔵
庫
の
よ
う
な
空
間
で
は
食
品
が

傷
む
と
い
う
大
き
な
問
題
と
な
る
。

エ
チ
レ
ン
を
他
の
分
子
に
分
解
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、食
物
の
鮮
度
を

保
て
る
の
だ
。

　
福
岡
教
授
の
研
究
成
果
は
、
エ
チ

レ
ン
ガ
ス
の
酸
化
反
応
を
利
用
し

た
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
の
生

成
に
端
を
発
す
る
。
エ
チ
レ
ン
グ
リ

コ
ー
ル
は
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
原
料

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
冷
却
溶
媒
と

し
て
も
用
い
ら
れ
、
大
き
な
需
要
が

あ
る
物
質
だ
。
こ
の
物
質
を
生
成
さ

せ
る
た
め
、
福
岡
教
授
は
メ
ソ
ポ
ー

ラ
ス
シ
リ
カ
に
プ
ラ
チ
ナ
の
微
粒
子

を
付
着
さ
せ
、
触
媒
と
し
て
用
い
る

こ
と
を
思
い
つ
い
た
︵
図
︶。

　
と
こ
ろ
が
、こ
の
触
媒
実
験
で
は
、

目
的
と
し
た
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル

の
前
駆
物
質
で
は
な
く
、
二
酸
化
炭

素
と
水
が
で
き
て
し
ま
う
。
こ
れ
は

ど
う
い
う
こ
と
か
と
調
べ
た
と
こ

ろ
、
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
が
空
気
中
の
酸

素
で
酸
化
さ
れ
、
二
酸
化
炭
素
と
水

へ
の
分
解
反
応
が
起
き
て
い
た
の

だ
っ
た
。

発
想
の
転
換
か
ら
、

実
用
化
へ
。

　
実
験
は
当
初
の
目
的
か
ら
す
れ

ば
、
失
敗
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
エ

チ
レ
ン
ガ
ス
分
解
の
視
点
か
ら
見
る

と
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
酸
化

チ
タ
ン
に
光
を
当
て
る
光
触
媒
の
技

術
が
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
を
分
解
す
る
方

法
と
し
て
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た

が
、
福
岡
教
授
の
実
験
は
光
を
必
要

と
せ
ず
低
温
で
も
有
効
で
あ
り
、
エ

チ
レ
ン
ガ
ス
分
解
の
手
法
と
し
て
優

れ
て
い
る
の
だ
。

　
こ
の
研
究
成
果
を
知
っ
た
日
立
ア

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
株
式
会
社
の
研
究
者

が
、
プ
ラ
チ
ナ
触
媒
の
冷
蔵
庫
へ
の

応
用
の
話
を
持
ち
か
け
た
。
そ
し
て

試
料
を
提
供
し
、
１
个
月
後
に
は
実

験
結
果
の
報
告
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
。「
実
用
化
の
経
験
が
な
く
、

う
ま
く
い
く
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

と
話
す
福
岡
教
授
。
し
か
し
、
日
立

か
ら
の
反
応
は
す
こ
ぶ
る
良
く
、
研

究
成
果
は
最
新
の
冷
蔵
庫
に
結
実

し
、
今
で
は
人
気
ア
イ
ド
ル
が
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
で
色
鮮
や
か
な
レ
タ
ス

を
手
に
、
野
菜
の
新
鮮
さ
を
強
調
し

て
い
る
。
福
岡
教
授
は
そ
の
展
開
を

楽
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　
福
岡
教
授
は
こ
こ
で
得
ら
れ
た
研

究
を
発
展
さ
せ
、
新
た
な
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
い
る
。「
プ
ラ
チ
ナ
触

媒
は
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
を
引
き

起
こ
す
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
や
、
に

お
い
成
分
の
分
解
に
つ
い
て
も
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
」。

　
プ
ラ
チ
ナ
触
媒
の
可
能
性
を
追
求

し
続
け
、
さ
ら
な
る
実
用
化
に
挑
ん

で
い
く
。研究室の准教授に誘われて、

登山に挑戦。研究室メンバー
や他大学の研究者と一緒に
登り、交流を深めている。そし
て、一服には「わらかけ茶」
が欠かせない。深い緑茶の旨
味と程よい酸味の後味が気
に入っている。

夢 は日 本 百 名 山 制 覇！

福
岡
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
は
総
勢
20
名
。
女
子

学
生
が
多
く
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雰
囲
気
だ
。

実
験
室
に
は
多
く
の
試
験
管
や
ビ
ー
カ
ー
が

色
と
り
ど
り
の
管
や
チ
ュ
ー
ブ
で
つ
な
が
り
、

さ
な
が
ら
絵
本
に
登
場
す
る
「
博
士
」
の
仕
事

場
の
よ
う
。

「
触
媒
反
応
」を

図．メソポーラスシリカの概念図。
２～10ナノメートル程度の細孔

を無数に持つ二酸化ケイ素。
プラチナの微粒子が細孔に

閉じ込められ、エチレン
ガスと 酸 素 の 反 応 に
関わっている。

メソポーラスシリカに封入された
プラチナ触媒（ガラス容器内）。
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新
た
な
価
値
と
ア
ー
ト
を
創
造
す
る
。

ヤマハ株 式会社
事業開発 部 VA グループ

｜ 工 学 研 究 科 修 了 ｜

Taishi Kamiya

神 谷  泰史

1980年、札幌市出身。本学工学
部卒業、2006年に大学院工学研
究科修士課程修了後、ヤマハ株
式会社に入社。サウンドテクノロ
ジー開発センターにおいて音楽
情報処理技術の応用開発に携わ
り、音楽の新しい楽しみ方を探
索・企画する。2013年からは共創
によるイノベーション創出に取り
組み、2015年４月より現職。女子
美術大学の非常勤講師も務める。

PROFILE 楽
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
確
か
な
地
位
を

確
立
す
る
ヤ
マ
ハ
株
式
会
社
で
、
新
規

事
業
開
発
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
事
に

取
り
組
む
神
谷
泰
史
さ
ん
。
現
在
の

お
仕
事
と
と
も
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
の
横
顔
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

―
現
在
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
、お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
ヤ
マ
ハ
に
は
楽
器
・
音
響
事
業
と
い

う
主
軸
が
あ
り
ま
す
が
、
事
業
成
長

の
可
能
性
を
探
る
た
め
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
自
社
だ
け
で
は
で

き
な
い
こ
と
を
他
社
や
外
部
の
ク
リ

エ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

く
「
共
創
」
と
い
う
方
法
を
用
い
て
、

事
業
開
発
の
仕
組
み
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
い
ま
す
。
共
創
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
社
の
強
み
を
活
か
し
て
事
業

領
域
を
広
げ
て
い
く
の
で
す
。

―
自
社
に
は
な
い
考
え
方
を
他
社
か
ら

学
び
、
新
し
い
事
業
の
種
を
つ
く
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
？

　
そ
う
で
す
ね
。
多
く
の
企
業
に
お

い
て
、
今
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

が
成
立
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

従
来
は
新
た
な
技
術
を
商
品
に
載
せ

れ
ば
、
そ
れ
が
新
し
い
価
値
に
な
り

売
れ
ま
し
た
が
今
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
事
業
の
領
域
を
発
見
す
る

と
い
う
考
え
方
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
例
え
ば
、
お
も
ち
ゃ
メ
ー
カ
ー

と
共
創
し
た
と
し
て
、
お
も
ち
ゃ
で

遊
ぶ
と
い
う
こ
と
と
、
楽
器
で
演
奏

す
る
と
い
う
こ
と
の
間
に
共
通
す
る

「
成
長
を
実
感
で
き
る
」
と
い
う
価
値

を
基
に
し
て
、
お
も
ち
ゃ
で
も
楽
器
で

も
な
い
別
の
新
し
い
事
業
を
生
み
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
な
ど
、
い
ろ

ん
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

―
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
お
仕
事
に
は

ア
ー
ト
活
動
の
経
験
が
活
き
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。

　
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
実
感

し
ま
す
。
新
し
い
価
値
の
創
出
に
は

ア
ー
ト
の
視
点
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
を
拡
張

し
た
ア
ー
ト
シ
ン
キ
ン
グ
と
い
う
考
え

方
を
提
唱
し
て
事
業
開
発
に
活
か
し

て
い
ま
す
。
一
般
的
に
デ
ザ
イ
ン
は

問
題
解
決
を
目
的
と
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
何
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
お
も
し
ろ
い

も
の
や
曖
昧
な
も
の
を
具
現
化
す
る

こ
と
が
ア
ー
ト
の
役
割
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
学
時
代
の
「
カ
オ
ス
」
の

研
究
を
通
し
て
複
雑
系
の
視
点
を
学

び
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
今
の
考
え
方

に
も
す
ご
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
世
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
出
来

事
は
単
純
で
は
な
く
複
雑
で
、
複
雑

な
も
の
を
複
雑
な
ま
ま
扱
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
１
＋
１
＝
２

で
は
な
い
世
界
で
あ
り
、
様
々
な
も

の
を
組
み
合
わ
せ
た
時
、
今
ま
で
と

は
異
な
る
新
し
い
価
値
が
生
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
ね
。

―
大
学
時
代
は
ど
う
で
し
た
か
？

　
研
究
室
に
は
あ
ま
り
通
っ
て
お
ら

ず
、
課
外
活
動
に
積
極
的
で
し
た
。

あ
ま
り
い
い
学
生
で
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
︵
笑
︶。
ジ
ャ
ズ
研
、

フ
ォ
ー
ク
研
、
軽
音
研
な
ど
、
音
楽
系
の

団
体
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
違
和
感

が
あ
っ
て
。
ど
こ
か
で
大
学
に
閉
塞
感

を
感
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、「
自
分
か
ら

動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ふ
と

思
っ
た
ん
で
す
。
大
学
院
に
進
学
し
て

か
ら
は
、
当
時
や
っ
て
い
た
バ
ン
ド
を

サ
ー
ク
ル
か
ら
外
に
連
れ
出
し
ま
し

た
。
そ
う
す
る
と
、
や
は
り
世
界
が

広
が
る
ん
で
す
。
現
代
ア
ー
ト
の
ス

ク
ー
ル
に
通
い
始
め
た
の
も
、
こ
の

頃
で
す
。

サ
ウ
ン
ド
を
奏
で
、

音
を
表
現
す
る
。

―
音
を
メ
イ
ン
に
し
た
作
品
を
多
く

手
が
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ー
ト

作
品
を
生
み
出
す
発
想
と
は
？

　
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
練
る
時
間

が
９
割
、
実
際
に
手
を
動
か
す
時
間
が

１
割
ほ
ど
で
す
。
新
た
な
作
品
を
発

表
す
る
ま
で
半
年
ほ
ど
ア
イ
デ
ア
を

練
り
、
１
～
２
週
間
で
一
気
に
つ
く
る

と
い
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

音
が
ど
う
い
う
音
楽
に
な
り
う
る
か

は
、
そ
の
音
が
ど
う
い
う
環
境
的
・

心
理
的
状
況
で
捉
え
ら
れ
る
か
に
よ

り
ま
す
。
例
え
ば
、水
の
跳
ね
る
音
は
、

あ
る
状
況
で
は
た
だ
の
ノ
イ
ズ
で
す

が
、
別
の
状
況
に
お
い
て
は
ビ
ー
ト

に
も
な
り
え
ま
す
。
音
の
持
つ
偶
有
性

を
保
っ
た
ま
ま
提
示
す
る
こ
と
で
、

聴
く
人
に
音
楽
の
解
釈
の
多
様
性
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
将
来
の
展
望
や
学
生
へ
の
期
待
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
音
楽
を
含
め
た
ア
ー
ト
と
ビ
ジ
ネ

ス
、
デ
ザ
イ
ン
、
こ
の
３
つ
の
領
域
を

歩
ん
で
い
く
こ
と
で
、
文
化
に
貢
献
し

新
し
い
価
値
を
創
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
学
生
に
伝
え
た
い

こ
と
と
し
て
は
、
越
境
力
が
大
事
だ

と
い
う
こ
と
。
領
域
を
横
断
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
人
間
と
し
て
の
幅
も
広
が

り
ま
す
の
で
、
大
学
内
と
大
学
外
を

意
識
的
に
行
動
し
て
ほ
し
い
で
す
。

壁一面に貼られた付 箋は
青・緑・黄・ピンクの４色。
アイデアを生み出して向上さ
せるためのヤマハ株式会社
内の共創スペース「!/F」。

神 谷さん のアート作 品 のひと
つ、サウンドインスタレーション
「Layered time-motion」は「札
幌国際芸術祭2014」で披露され
た。「演奏というと普通は音をコン
トロールしますが、この作品では
動きをコントロールすることで、
音楽的な感覚を想起させます」

Photo by Yahoo Takashi

2010 年 11 月にイギリス
のレーベルから発売されたファー

ストアルバム「Spectra of Air」。雪降る時
のシーンとした静寂な景色に触発された。「CD の制
作には１年ぐらいかかります。コンピュータを使って
いますが、アコースティックの楽器のような、温かな
柔らかい感じの質感にこだわりました。最初に出した
CD ですので、とても大事にしています」

大学時代の研究ノートと研究で試作したICチップ。
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ヘルシンキオフィスは全ヨーロッパを目指す。

1

フィンランド／ヘルシンキオフィス所長

成田 吉弘
Yoshihiro Narita

北海道大学大学院工学研究院特任教授。24年
間の私学勤務の後、2004年から北海道大学で
教育研究にあたっています。国際 会議などの
海外出張も多く、世界での北大の知名度向上に
喜びを感じています。

H e l s i n k iFr o m

フィンランドと聞いて、多くの方は

「森と湖の国」「ムーミン」「サ

ウナ」などを思い浮かべるでしょう。

そのフィンランドの首都にヘルシンキ

オフィスはあります。ヘルシンキは、

東京からは直行便で約10時間、欧州

各地への乗継ぎ便が多い都市でもあ

ります。フィンランドの人口は約540万

人と北海道と同程度であり、教育水

準の高い国、政治的透明度の高い国

として知られています。また、スウェー

デンやデンマークなどとともに、北欧

デザインでも有名な国です。

　本学は今、国際化に向かう加速度

を増し、20世紀で10年要したことを

２・３年で達成しようとしています。例

えば、グローバル社会のリーダーを

養成する特別教育プログラムである

学部生対象の「新渡戸カレッジ」と

大学院生対象の「新渡戸スクール」、

留学生対象の「現代日本学プログラ

ム」など、多彩なプログラムを導入し

ています。このような流れにおいて、

欧州の全地域を対象として情報収集

を行い、学生や研究者の海外飛躍

を側面から援助するのがヘルシンキ

オフィスです。

　教育面での具体的な活動として、

欧州の大学の国際関連オフィスとの

ネットワーク作り、北 大 生の交 換

留学やインターンシップ先の開拓、

学部１・２年生を対象とした海 外

体験研修「ファースト・ステップ・プロ

グラム（FSP）」のサポート、欧州

からの留学生を呼び込むための大学

フェアへの参加などを行っています。

　ボーダーレス化が進む研究面で

は、大学間交流協定校である大学

の研究者とさらに交流を深めるため

「北海道大学交流デー」を開催し、

欧州研究者からの要望と本学とを

結びつけるネットワーク作りを展開

しています。最近、注目を集めてい

るのが、日本最北に位置する総合

大学の特徴を活かした北極域研究

センターです。同センターは、地球

温暖化による環境と生態系の変化や

北極域開発の重要性が指摘される

なか、欧州の研究機関との協力を

進めています。

　欧州に限らず大学間交流の難しさ

は、単に交流協定を締結しただけで

はあまり意味がないことです。他方、

限られた大学のリソースの中で、

持てる人的資源と財源を最大限に

活かすためには、選択と集中が必要

です。欧州の主要国であるドイツ、

フランス、イギリスといった大学との

交流はもちろん大事ですが、北欧

４ヶ国に加えてエストニアなどのバル

ト三国、さらに南下してイタリア、ス

ペインなども視野に入れています。

また、日本学術振興会（JSPS）や科学

技術振興機構（JST）など、日本政府に

近い組織の欧州事務所や日本大使

館、日本の他大学の欧州オフィスと

力を合わせてWin-Winの関係を築

くため、常駐のサロマ副所長と協力

して積極的に活動していきます。

　北欧の窓口として始まったヘル

シンキオフィスは、今や欧州全域

カバーを目指して進化する北大の

ベースキャンプと言えるでしょう。

3

2

１.	冬のフィンランドは寒く、都市部でも-20度以下になり
ます。このため、街中でも樹氷ができたり、煙突からの
煙が横に流れるなど、面白い現象が見られます。

２.	フィンランドの小学校は少人数クラスです。

３.	デザインで有名な北欧では、小学生も色使いが大胆。



1880-1930
「海外留学」

1 8 8 0 - 1 9 3 0

Hokkaido University

H I S T O R Y

1880年	 １月 -	ペンハローが佐藤昌介らの	
			  留学を提案
	 ６月 - 	佐藤ら第１期生が卒業、
			  開拓使に奉職
        	 11月 -		開拓使に留学を願い出る
1882年	 ２月 -	開拓使廃止、三県設置
	 ７月 -	官職を辞し、私費で
			  アメリカへ渡航
	 ８月 -	ニューヨーク州
			  ホートン農場に入所
1883年	 ９月 -	ジョンズ・ホプキンス大学に	
			  入学
        	 12月 -	官費留学生となる
1884年	 12月 -	ジョンズ・ホプキンス大学	
			  フェローとなる
1885年	 ６月 -	４ヶ月にわたり
			  ドイツへ自費留学
1886年	 ３月 -	北海道庁設置、
			  北海道庁属となる
	 ６月 -	ジョンズ・ホプキンス大学で
			  Ph.D.取得
	 ８月 -	帰国
　　　 12月 -		札幌農学校教授に就任
1891年	 ８月 -	札幌農学校校長心得に就任
1894年	 ４月 -	札幌農学校校長に就任
1907年	 ９月 -	東北帝国大学農科大学長に
			  就任
1918年	 ４月 -	北海道帝国大学総長に就任
1930年	 12月 -	北海道帝国大学総長辞任

大学文書館 だいがくぶんしょかん
Hokkaido University Archives

北海道大学に関する歴史的な資料を収集・整理・
保存して利用に供するとともに、北海道大学史に
関する調査・研究を行っている。

知
識
・
科
学
技
術
を
導
入
し
よ
う
と
多
数
の

官
費
留
学
生
を
欧
米
に
派
遣
し
た
。
し
か
し
、

政
府
高
官
の
子
弟
が
多
数
派
遣
さ
れ
る
な
ど

人
選
が
不
明
瞭
で
、
留
学
費
の
管
理
も
ず
さ
ん

で
あ
っ
た
た
め
、
莫
大
な
予
算
を
費
や
し
た

に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
見
合
う
成
果
は
上
が

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
文
部
省
が
少
数

精
鋭
の
留
学
生
を
人
選
し
、
厳
格
に
管
理
・

監
督
す
る
こ
と
と
な
り
、
札
幌
農
学
校
卒
業

生
が
官
費
で
留
学
す
る
道
は
事
実
上
、
閉
ざ

さ
れ
て
い
た
。

勇
猛
果
敢
な
留
学
ス
タ
イ
ル

　
一
八
八
二
年
、
政
府
が
開
拓
使
を
廃
止
し
た

の
を
機
に
、
佐
藤
は
官
職
を
辞
し
、
私
費
に

よ
る
ア
メ
リ
カ
留
学
を
決
心
し
た
。
留
学
費

は
お
ろ
か
家
族
の
生
活
費
に
も
窮
す
る
状
況

で
あ
っ
た
が
、
同
郷
盛
岡
の
友
人
や
旧
開
拓

使
高
官
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
計
画
を
押
し

進
め
た
。

　
佐
藤
は
、
一
八
八
二
年
七
月
に
横
浜
を
出
航

し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
経
て
、
八
月
中
旬

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い
た
。
北
海
道
の
畜
産

振
興
を
指
導
し
た
エ
ド
ヴ
ィ
ン
・
ダ
ン
の
口
添

え
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
マ
ウ
ン
テ
ン
ヴ
ィ
ル

に
あ
る
ホ
ー
ト
ン
農
場
に
入
っ
た
。
ホ
ー
ト
ン

農
場
は
民
間
の
農
事
試
験
場
に
あ
た
り
、
佐
藤

の
恩
師
で
あ
る
ペ
ン
ハ
ロ
ー
が
在
職
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。こ
こ
で
一
年
間
、佐
藤
は
バ
タ
ー

製
造
を
担
当
す
る
な
ど
「
農
事
ノ
実
際
」
を
体

験
し
、
農
村
経
済
や
農
民
生
活
状
況
な
ど
を

実
地
に
学
ん
だ
。

一
三
〇
年
前
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー

　
佐
藤
の
次
の
世
代
以
降
は
基
本
的
な
留
学

シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
る
。
札
幌
農
学
校
の

教
員
の
立
場
を
得
て
、
帰
国
後
の
教
授
昇
進
を

織
り
込
ん
だ
上
で
数
年
間
、
欧
米
の
大
学
へ

官
費
留
学
を
す
る
。
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
の

洋
行
で
あ
る
。
し
か
し
、
佐
藤
の
場
合
は
違
っ

た
。
職
を
辞
し
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
さ
な
が

ら
に
下
等
船
室
で
海
を
渡
り
、
農
場
に
住
み

込
ん
で
働
い
た
。
目
的
に
適
う
大
学
を
自
身
で

探
し
、
論
文
を
応
募
し
て
奨
学
生
の
立
場
を

勝
ち
取
っ
た
。
そ
し
て
、
博
士
論
文
を
書
き

上
げ
、
学
位
を
取
得
し
た
。

　
一
八
八
六
年
に
帰
国
し
た
佐
藤
は
札
幌
農

学
校
教
授
と
な
り
、
一
八
九
一
年
に
校
長
心
得

に
就
任
し
て
以
降
、
校
長
・
学
長
・
総
長
と

し
て
四
〇
年
間
に
わ
た
り
現
在
に
続
く
北
海

道
大
学
を
牽
引
し
続
け
た
。
佐
藤
昌
介
を
長
く

北
大
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ら
し
め
た
の
は
、

勇
猛
果
敢
な
留
学
時
代
に
鍛
え
た
足
腰
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

海
外
へ
の
眼
差
し

　
開
校
か
ら
四
年
を
経
て
、
札
幌
農
学
校
で
は

一
八
八
〇
年
六
月
に
第
一
期
生
が
卒
業
を
迎

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
外
国
人
教
師
か
ら
農

学
・
工
学
・
化
学
と
い
っ
た
西
洋
最
先
端
の

学
問
を
学
ん
だ
農
学
校
生
は
、
同
時
に
キ
リ

ス
ト
教
や
英
文
学
な
ど
に
も
深
く
接
し
た
。

西
洋
の
学
問
・
思
想
・
文
化
に
強
い
感
化
を

受
け
、
海
外
へ
と
目
を
見
開
い
て
い
た
。
第

一
期
生
の
ひ
と
り
で
あ
る
佐
藤
昌
介
も
、
早
く

か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
を
志
し
て
い
た
。

海
外
留
学
へ
の
情
熱

　
第
一
期
生
の
卒
業
を
前
に
し
て
、
教
頭
心
得

の
Ｄ
・
Ｐ
・
ペ
ン
ハ
ロ
ー
は
開
拓
使
に
対
し
、

佐
藤
ら
三
名
の
海
外
留
学
を
提
案
し
た
。
特
に

佐
藤
に
つ
い
て
は
、
学
問
を
研
究
で
き
る
身
分

を
与
え
れ
ば
将
来
的
に
北
海
道
農
業
を
計
画

立
案
し
て
指
導
す
る
中
心
人
物
に
な
り
得
る

と
高
く
評
価
し
て
い
た
。
し
か
し
、
留
学
は

叶
わ
な
か
っ
た
。
佐
藤
は
開
拓
使
に
奉
職
し
た

後
、
自
ら
開
拓
使
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
留
学

を
願
い
出
た
。「
海
外
ニ
航
行
シ
親
シ
ク
農
事

ノ
実
際
ヲ
視
察
シ
大
ニ
利
害
得
失
の
ア
ル
所
ヲ

研
究
シ
之
ヲ
平
素
学
ヒ
得
タ
ル
所
ニ
反
省
セ
ハ

遙
ニ
万
巻
ノ
書
ヲ
読
ミ
空
々
理
論
ヲ
談
ス
ル
ニ

勝
ル
ヘ
シ
」
と
、
ア
メ
リ
カ
農
業
の
実
際
を

見
聞
し
、
農
学
校
で
学
ん
だ
農
学
を
研
磨
し

た
い
と
い
う
希
望
で
あ
っ
た
が
、
聞
き
届
け

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
明
治
維
新
後
、多
く
の
政
府
機
関
が
西
洋
の

　
次
の
段
階
と
し
て
佐
藤
は
、
農
業
経
済
や

農
政
を
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
を
志
し
、
ジ
ョ

ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
︵
メ
リ
ー
ラ
ン
ド

州
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
︶
の
フ
ェ
ロ
ー
︵
奨
学
研
究

生
︶
に
応
募
し
た
。
審
査
に
は
通
ら
な
か
っ
た

が
、
提
出
論
文
に
目
を
留
め
た
歴
史
・
政
治
・

経
済
学
部
の
Ｈ
・
Ｂ
・
ア
ダ
ム
ズ
教
授
に
誘
わ

れ
、
一
八
八
三
年
九
月
に
同
大
学
院
に
入
学

し
た
。
ア
ダ
ム
ズ
教
授
か
ら
歴
史
学
と
政
治

学
を
、
Ｒ
・
Ｔ
・
イ
リ
ー
講
師
か
ら
経
済
学

を
学
ん
だ
。
ア
ダ
ム
ズ
も
イ
リ
ー
も
後
に
は

大
家
と
な
る
が
、
当
時
は
新
進
気
鋭
の
若
手

研
究
者
で
あ
っ
た
。
佐
藤
は
最
新
の
人
文
科
学

を
学
ぶ
学
問
環
境
を
勝
ち
取
っ
た
の
で
あ
る
。

同
年
一
二
月
か
ら
は
日
本
政
府
の
官
費
留
学

生
と
な
り
、
翌
一
八
八
四
年
一
二
月
に
は
ジ
ョ
ン

ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
フ
ェ
ロ
ー
と
な
っ

た
。
佐
藤
は
ア
メ
リ
カ
土
地
制
度
を
研
究
し
、

一
八
八
六
年
六
月
、
論
文“H

istory of the 

land question in the U
n

ited States”

で
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
か
ら
博
士

号
を
取
得
し
た
。

「海外ニ航行シ親シク農事ノ実際ヲ　　視察シ大ニ利害得失のアル所ヲ研究シ之ヲ
　　　平素学ヒ得タル所ニ反省セハ　　遙ニ万巻ノ書ヲ読ミ空々理論ヲ談スルニ勝ルヘシ」
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SCENE-5
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 1.	 札幌農学校生時代の佐藤昌介の受講ノート（1879年 大学文書館蔵）

 2.	 アメリカ留学中の佐藤昌介（右側）（1886年 大学文書館蔵）

 3.	 恩師D.P.ペンハロー（大学文書館蔵）

 4.	 佐藤昌介がW.S.クラークから渡された聖書（大学文書館蔵）

 5.	 ジョンズ・ホプキンス大学に提出した論文（1886年 大学文書館蔵）

 6.	 札幌農学校校長心得任命の文書（1891年 大学文書館蔵）

 7.	 佐藤昌介が『大東日報』に掲載した海外渡航記（1882年）

 8.	 第１期卒業生（佐藤は前列左から３人目）（1880年 大学文書館蔵）

 9.	 佐藤昌介肖像（1930年代撮影 佐藤ユリ氏提供）

10.	 留学時代を回想した「廿五年前迄」（『文武会会報』第65号 1912年）



　

4
月
1
日
（
金
）、
北
海
道
大
学
病

院
に
「
が
ん
遺
伝
子
診
断
部
」
が
設
置

さ
れ
、「
が
ん
遺
伝
子
診
断
外
来
」
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

専
門
部
署
「
が
ん
遺
伝
子
診
断
部
」

に
お
い
て
、
が
ん
遺
伝
子
を
解
析
し
、

個
々
の
患
者
さ
ん
に
最
も
適
し
た
治
療

薬
（
抗
が
ん
剤
）
の
情
報
を
提
供
し

ま
す
。
そ
し
て
、「
が
ん
遺
伝
子
診
断

外
来
」
で
は
自
費
診
療
に
て
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
網
羅
的
な
が
ん
遺
伝

子
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

最
大
の
特
長
は
、
独
自
の
院
内
が
ん

遺
伝
子
解
析
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
高
い
検
査
精
度
を
担
保
し
つ

つ
、
検
査
結
果
が
得
ら
れ
る
ま
で
の

期
間
が
2
週
間
と
、
国
内
の
従
来
サ
ー

ビ
ス
よ
り
も
3
週
間
程
度
短
く
な
る

こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
、
患
者
さ
ん
に

合
っ
た
治
療
薬
を
速
や
か
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
、
効
果
的
に
治
療
を

ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

　

最
終
的
な
治
療
薬
に
つ
い
て
は
、

遺
伝
子
解
析
担
当
医
、
主
治
医
、
腫
瘍

内
科
医
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
専
門

チ
ー
ム
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
決
定

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者
さ
ん
に
丁
寧

に
説
明
し
、
納
得
い
た
だ
い
た
う
え
で

治
療
を
始
め
ま
す
。

　

高
精
度
で
迅
速
な
独
自
の
院
内
が
ん

遺
伝
子
解
析
シ
ス
テ
ム
は
、
三
菱
ス

ペ
ー
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
株
式
会
社
と

の
産
学
連
携
で
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
札
幌

市
）
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
受
診
窓
口

の
拡
充
や
検
査
後
の
治
療
対
応
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
オ
ー
ル

北
海
道
体
制
を
確
立
し
、
日
本
国
内
の

個
別
化
医
療
を
推
進
し
、
最
先
端
の

が
ん
治
療
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

北
海
道
大
学
病
院
で

「
が
ん
遺
伝
子
診
断
」を
開
始
。

トピックス
動 き 続 け る 北 大 の 最 新 情 報
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世
界
の
課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
３
つ
の
国
際
大

学
院
「
医
理
工
学
院
」「
国
際
感
染
症
学
院
」

「
国
際
食
資
源
学
院
」（
い
ず
れ
も
仮
称
）を

開
設
予
定
で
す
。

　

国
際
連
携
研
究
教
育
局
（G

ジ

ー

コ

ア

I-C
oRE

）※

に
お
け
る
最
先
端
国
際
共
同
研
究
・
教
育

に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
実
績
の
も
と
、海
外

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
研
究
者
に
よ
る
指
導
や
、

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
国
内
外
の
現

場
を
体
験
す
る
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
型

学
習
な
ど
、
本
学
の
強
み
を
活
か
し
た
特

色
あ
る
教
育
を
行
い
ま
す
。

※
国
際
連
携
研
究
教
育
局
（G

I-C
oR
E

）

本
学
の
強
み
や
特
色
を
活
か
し
た
国
際
競
争
力
を

さ
ら
に
強
化
す
べ
く
、
２
０
１
４
年
４
月
に
立
ち

上
げ
た
総
長
直
轄
の
組
織
。
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

研
究
者
を
研
究
室
単
位
で
誘
致
し
た
の
が
特
長
で
あ

り
、G

I-C
oR
E

内
に
研
究
分
野
ご
と
に
設
置
さ
れ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
拠
点
と
し
て
、

本
学
の
教
員
と
海
外
の
研
究
者
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
と
教
育
を
進
め
て
い
る
。
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がん遺伝子診断外来
月曜と木曜の午後に３枠ずつ設定（１枠につき１時間）。
現在、がん診断中の医療機関からの紹介と予約が必要です。
主治医に相談のうえ、各医療機関を介してご予約をお願いします。

◆お問い合わせ先（がん遺伝子診断部）
TEL：011-706-7778　FAX：011-706-7099
E-mail：biobank@ml.hokudai.ac.jp

北海道大学病院

2
0
1
7
年
４
月
、

異
分
野
連
携
に
よ
る

国
際
大
学
院
を
新
設
。

｜  医理工学院

　本学の強みである分子追跡

放射線治療に関する医学と量子

理工学の連携研究をグロー

バルに展開し、さらにこれを

放射線治療以外の生物・医理

工系の異分野融合研究にも

拡大することで、世界トップを

目指す国際的人材教育を行う

国際大学院です。

　修了者は国際的に通用する

医理工学の研究者のみならず、

医療機関において医学物理士、

企業において医療機器開発者

などとして活躍することが期待

されます。

※現在、設置計画書を提出中であり、上記内容は変更する場合があります。

｜  国際感染症学院

　世界の感染症学の発展並び

に感染症の制圧に寄与できる

実践的な能力と指導力を備えた

人材の育成を目指し、獣医学、

医学、薬学、理学、農学、情報

科学を基盤とし、幅広い分野

の世界トップレベルの研究者を

集結させ、異分野を有機的に

融合した国際大学院です。

　修了者はWHO（世界保健機

関）などの国際機関における

エボラ出血熱、パンデミック

インフルエンザなどの感染症

対策の専門家、国内外の大学・

研究機関の研究者として活躍

することが期待されます。

｜  国際食資源学院

　従来の文系・理系の枠を超

えた文理融合型の学際的な

教育により、地球規模で拡大

する食資源問題を食料生産

（Production）、 生 産 環 境

（Environment）、 食 の 管 理

（Governance）の観点から

包括的に理解し、問題解決に

携わる国際的リーダーの育成

を行う国際大学院です。

　修了者は世界の食資源問題

の専門家として FAO（国際連合

食料農業機関）などの国際機

関や、総合商社、食品関連企業

などの民間機関において活躍

することが期待されます。
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春
の
足
音
が
聞
こ
え
始
め
た
３
月
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
入
生
を
迎
え
る
べ
く

合
格
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
在
学
生

の
祝
福
の
声
が
あ
が
る
な
か
、
家
族
と

一
緒
に
発
表
を
見
に
来
た
加
納
瑶
子

さ
ん
に
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

学
部
別
入
試
で
医
学
部
保
健
学
科
に

合
格
し
た
加
納
さ
ん
の
将
来
の
目
標

は
看
護
師
。

　「
患
者
さ
ん
の
話
を
し
っ
か
り
と

聞
い
て
、変
化
に
気
づ
く
こ
と
の
で
き

る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。
大
学

で
は
、
外
国
人
留
学
生
と
交
流
す
る

の
が
楽
し
み
」
と
、
希
望
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
特
集
記
事
で
紹
介
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
の
た
め
の
大
学
院
特
別
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
新
渡
戸
ス
ク
ー
ル
」
で

は
、
こ
の
春
、
第
２
期
生
を
迎
え
ま
す
。

「
わ
れ
太
平
洋
の
架
け
橋
と
な
ら
ん
」

と
念
願
し
、
単
身
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た

新
渡
戸
稲
造
の
精
神
は
、
今
も
キ
ャ
ン

パ
ス
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

希
望
芽
吹
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
。

撮
影
／
山
本 

顕
史

ad

b

c

a 

・ 

新
渡
戸
稲
造
博
士
顕
彰
碑

b 

・ 

エ
ル
ム
の
森

c 

・ 

中
央
ロ
ー
ン

d 

・ 

札
幌
農
学
校
第
二
農
場
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